
 
 

2023年 8月 25日 

 

「尾道の海のゆりかご（干潟・藻場）再生による里海づくり」プロジェクトにおける 

Jブルークレジットの購入について 
 

  株式会社広島銀行（頭取 清宗 一男、以下、「当行」）では、尾道市のブルーカーボン・オフセット

推進事業「尾道の海のゆりかご（干潟・藻場）再生による里海づくり」（以下、「本事業」）において創

出された Jブルークレジットを購入しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 本事業を通じて、里海の環境保全や水産振興等への貢献を図るとともに、今後とも、地域の脱炭素化

の促進および生物多様性・自然資本の保全に向けた取組みを積極的かつ継続的に展開してまいります。 

記 

１.実施内容 

 当行では、本事業において創出され、ジャパンブルーエコノミー技術研究組合※１により認証され

た Jブルークレジット※２について、次のとおり購入しました。 

プロジェクト名称 尾道の海のゆりかご（干潟・藻場）再生による里海づくり※３ 

プロジェクト種類 自然系炭素除去 

プロジェクト実施者 尾道市、浦島漁業協同組合 

プロジェクト実施地 尾道市沿岸の 4つの造成干潟（高尾干潟、海老干潟、灘干潟、百島干潟） 

発行クレジット量 130.7[t-CO2] 

 うち、当行購入量 13.4[t-CO2] 

  



２.実施目的 

 〈ひろぎんグループ〉の「環境方針」※４および「SDGs 宣言」※５に沿って、地域社会の一員とし

て、瀬戸内海をはじめとする郷土の豊かな自然環境を守り、将来の世代に、より良く引き継いでい

くための取組みの促進を図るため。 

 

 

 

 

 

 

 

３.今後の対応方針（予定） 

 当行が購入したクレジットは、今後、当行の事業活動に伴う温室効果ガス排出量とのオフセット
※６に活用する予定です。 

 また、里海の干潟・藻場の保全・再生活動や環境学習の実施をはじめとした、本事業に関連する

今後の取組みについても、積極的かつ継続的な関与・貢献を図ってまいります。 

 

４.その他 

 本件に伴い、8月 25日に尾道市役所内にて開催予定の「第 1回尾道市 Jブルークレジット意見交

換会」へ参加する予定です。 

 
以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

  

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社広島銀行 

総合企画部 企画室 

 ℡（082）247－5151（代表） 

広島銀行では、ＳＤＧｓへの取組みを強化しており、関連する 

ニュースリリースに「ＳＤＧｓ17の目標アイコン」を明示しています。 
 

【ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）持続可能な開発目標）】 

2015 年 9 月に国連で採択された、経済・社会・環境のあり方についての 2030

年までの世界共通目標。 

持続可能な開発のための 17 の目標と 169 のターゲットで構成。 

 

本事業の実施による、造成干潟においての食料供給（干潟によるアサリの生産量が年間 10

トン増加、藻場によるメバルの生産量が年間 7 トン増加）と水質浄化（干潟・藻場の生物に

よる COD浄化量が年間 74トン増加）の経済価値の推計は、併せて年間 1.4 億円程度の価値が

あると評価されています。 

また、当行は、本クレジットの購入を通じ、これら複数の環境価値の増加（コベネフィッ

ト）のうち、10.2%について貢献したものと評価されています。 



【参考】用語集  

 

 

※１ ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（以下、JBE） 

ブルーエコノミー事業（海洋資源の持続可能な利用を通じて経済成長の実現を図る活動）の活性

化を図ることを目的とした技術の研究開発を、異なる分野と立場の研究者、技術者、実務家らが密

に連携して実施するために設立された技術研究組合（国土交通大臣の認可法人）のこと。 

 

 

※２ Jブルークレジット 

海草（アマモなど）や海藻、植物プランクトンなど、海の生物の作用で海中に取り込まれる炭素

である「ブルーカーボン」を対象とした、JBEから独立した第三者委員会による審査・認証意見を

経て、JBEが発行し、管理する独自クレジットのこと。 

 

 

                               （出典：尾道市資料） 

 

 

※３ 「尾道の海のゆりかご（干潟・藻場）再生による里海づくり」プロジェクトの概要 

国土交通省中国地方整備局が造成した干潟（高尾、海老、灘、百島）を浦島漁業協同組合が適切

な維持管理を行うことで、藻場の再生や生態系の回復を目指し、それによって得られるブルーカー

ボン効果をクレジット化し、販売することで、利益をアマモの移植活動など干潟・藻場の保全・再

生活動やそれに向けた各種調査、普及啓発のための環境学習や講演会等の実施に充てていく取組み。 

なお、詳細については、尾道市のホームページをご参照ください。 

 

 

※４ 〈ひろぎんグループ〉の「環境方針」 

詳細については、株式会社ひろぎんホールディングスのホームページをご参照ください。 

（URL https://www.hirogin-hd.co.jp/csr/environmental-initiative/environmental-policy/index.html） 

 

  

https://www.hirogin-hd.co.jp/csr/environmental-initiative/environmental-policy/


※５ 〈ひろぎんグループ〉の「SDGs宣言」 

詳細については、株式会社ひろぎんホールディングスのホームページをご参照ください。 

（URL https://www.hirogin-hd.co.jp/csr/sdgs/declaration/index.html） 

 

 

※６ カーボンオフセット 

経済活動等において避けることができない CO2等の温室効果ガスの排出について、まずできるだ

け排出量が減るよう削減努力を行い、どうしても排出される温室効果ガスについて、排出量に見合

った温室効果ガスの削減活動に投資すること等により、排出される温室効果ガスを埋め合わせると

いう考え方のこと。 

  
    （出典：ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE）資料） 

https://www.hirogin-hd.co.jp/csr/

